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重症
10％

死亡
1％

中等症
34％

軽症
55％
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消防署だより

救

急

平
成
１９
年
中
の
松
前
消
防
署
の
救
急
出
動
件
数
は
、

１
�０
８
４
件
で
す
。（
救
急
車
出
動
中
な
ど
に
よ
り

他
市
町
の
消
防
署
へ
の
応
援
出
動
要
請
は
１
０
５
件

で
、
救
急
出
動
要
請
件
数
は
１
�１
８
９
件
で
す
）

次
に
救
急
出
動
の
内
訳
を
見
る
と
、
急
病
６
３
５

件
、
交
通
事
故
１
５
６
件
、
一
般
負
傷
１
４
４
件
、

自
損
２１
件
、
労
働
災
害
１２
件
、
運
動
競
技
１０
件
、
加

害
２
件
、
そ
の
他
１
０
４
件
で
す
。

傷
病
の
程
度
で
は
軽
症
５５
％
、
中
等
症
３４
％
、
重

症
１０
％
、
死
亡
１
％
で
す
が
、
軽
症
の
割
合
が
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
安
易
な

救
急
車
の
利
用
が
多
数
を
占
め
て
い
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
分
１
秒
を
争
う
生
命
の
危

険
が
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に
支
障
が
出
か
ね
な
い

状
況
で
す
。
事
故
や
病
気
で
救
急
車
以
外
に
搬
送
の

手
段
が
な
い
時
や
、
症
状
か
ら
み
て
緊
急
性
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
す
ぐ
に
１
１
９
番
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
１
１
９
番
す

る
前
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、

今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火

災

平
成
１９
年
中
の
火
災
件
数
は
、
１０
件
で
、
内
訳
は
、

建
物
火
災
７
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
２

件
で
、
火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
１
名
、
死
者
は
１
名

で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
出
動
は
１
４
８
件
で
、
そ
の
う

ち
救
急
隊
支
援
出
動
は
７６
件
で
す
。
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松
前
消
防
署
で
の
、
平
成
１９
年
中
の
管
内
に
お
け
る
出
動
件
数
を
ま
と
め
ま
し
た
。

〈第１９回〉

��������!!
Ａ：今日も寒いねぇ。
Ｂ：夜中は特にね。トイレにおきるのがおっくうなん
よ。

Ａ：特にお年寄りにはこたえるやろねぇ。
Ｂ：暖かい布団から急に寒いトイレに行くときは「脳
卒中」に注意せないかんのやと。ねぇ、救命士さん？

救命士：そうですね、心臓疾患、高血圧、糖尿病など
の持病をもたれている方は特に注意してほしいです
ね。冬場は実際患者さんが多くなりますし。急激な
温度変化、過労やストレス、睡眠不足なども脳卒中
の原因になるんですよ。

Ｂ：三大成人病を予防することも大切なんやね。普段
からバランスのとれた食生活を心がけないかんねぇ。
お酒の飲みすぎやタバコも控えないかんねぇ。

Ａ：適度な運動も大切よ。ストレスの解消にもなって、
一石二鳥やね。

救命士：脳卒中の前触れとして頭痛や吐き気、手足の
しびれ、言語の異常など特徴的な兆候がありますの
で見逃さないようにすることが大切です。「あれ、お
かしいな」と思ったら、注意深く観察をしてくださ
い。もし、倒れた場合は、安全な場所に静かに移動
させ、意識、呼吸の有無を確認して必要であれば直
ちに救急車を呼んでください。

Ａ：そして、もしものときは心肺蘇生法の登場やね。
Ｂ：救急車のお世話にはなりたくないけど人ごとやと
思たらいかんね。うちも早速トイレと更衣室の暖房
を考えよ～。

年別救急出動件数推移表平成１９年中の救急搬送者
傷病程度内訳

軽 症……入院加療を必要としないもの
中等症……入院を必要とするもので重症

に至らないもの
重 症……３週間以上の入院加療を必要

とするもの
死 亡……初診時において、死亡が確認

されたもの
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